
 

 

議会運営委員会 Ｈ２７．６．９（火） 

 

内川修治委員 欠席 

 

開 会  ９：５９ 

散 会 １０：１４ 

 
○ 池田副知事から挨拶の申し出があり、副知事が就任挨拶を行った。 
 

１．６月定例会の会期及び日程について 

（１）会期及び日程について 

○ 資料１のとおり申し合わされた。 
 
（２）特別委員会の実質審議について 

○ 理事会における申し合わせのとおり、６月定例会では「佐賀空港問題等特別

委員会」「有明玄海・環境対策特別委員会」、９月定例会では「交通・観光対

策等特別委員会」、１１月定例会では「さが創生対策特別委員会」、２月定例

会では「有明玄海・環境対策特別委員会」「交通・観光対策等特別委員会」

「さが創生対策特別委員会」の３委員会の実質審議を行うことが申し合わされ

た。 
 
（３）特別委員会の開催順序について 

○ ７月２日に「原子力安全対策等特別委員会」の継続審査手続きのための委員

会を開催し、その後、「佐賀空港問題等特別委員会」の実質審議、７月６日に

「交通・観光対策等特別委員会」「さが創生対策特別委員会」の順で継続審査

手続きのための委員会を開催し、その後、「有明玄海・環境対策特別委員会」

の実質審議を行うことが申し合わされた。 
 

２．提出議案等について 
○ 統括本部長から、資料２により以下のとおり説明された。 

・甲号 ３件 

乙号１２件（条例議案８件、条例外議案４件）  計１５件 

・報告事項として、「平成２６年度佐賀県継続費繰越計算書」など４件を併せて

提出している。 
・人事議案２件の議案書は、開会日（６月１６日）に配付したい。 
 

３．開会日の諸般の報告について 

○（１）議員派遣報告 

（２）定期監査結果報告書 

（３）平成２６年度行政監査結果報告書 

（４）平成２６年度財政的援助団体等監査結果報告書 

（５）平成２６年度継続費繰越計算書 
（６）平成２６年度繰越明許費繰越計算書 
（７）平成２６年度事故繰越し繰越計算書 



 

 

（８）「佐賀県「食」と「農」の振興計画２０１５（仮称）」の立案過程におけ

る概要報告 
（９）全国議長会感謝状贈呈（木原奉文議員、藤木卓一郎議員） 

以上９件が報告されることが確認された。 
 
○ 武藤明美委員から、「この前ＪＡの要請行動があり、我々県議会議員も参

加した。急を要すると思うので、議会の意思表示として、開会日冒頭にＴＰ

Ｐに関する意見書を上げたいと思うが、どうだろうか。」と発言された。 

 

 武藤明美委員の発言を受け、藤崎輝樹理事から、「意見書は当然出すべき

と考えるが、緊急動議とするかは、議会運営委員会理事会に諮っていただき

たい。」と発言され、理事会において協議することとなった。  
 

４．一般質問の取扱いについて 

（１）会派別人員割について 
○ 理事会における申し合わせのとおり、６月・１１月定例会では、自由民主党

１０人、県民ネットワーク２人、諸会派３人、９月・２月定例会では、自由民主

党９人、県民ネットワーク２人、諸会派４人と申し合わされた。 
 

○ 今後、会派所属議員数に変更がある場合は、再度、協議を行うことが確

認された。  
 
（２）質問順序について 

○ 理事会における申し合わせのとおり、１日目の１番から３番は、自由民主党、

県民ネットワーク、諸会派のローテーションによることとし、資料３のとおり

申し合わされた。 
 

○ 残りの質問順序は、抽選の結果、資料３のとおり決定された。 
 

５．次回議会運営委員会の開催日時について 

○ 開会日（６月１６日）の本会議終了後と申し合わされた。 
 

６．その他 
○ 武藤明美委員から、「今回の一般質問の取扱いについては了承するが、今後、

議員平等の原則に基づき、希望する人が質問できるよう、検討してほしい。この

ことは、議長選出直後に、中倉議長に申し入れているが、次回以降、県民ネット

ワークも含め協議をお願いしたい。」と発言された。 
 
 武藤明美委員の発言を受けて、木原委員及び委員長から次のとおり発言された。 
（木原奉文委員） 
・議員及び議長の経験により、佐賀県議会は、少数会派に優しい議会である。 
・各会派に今の形で割り当てし、進めていくことを、今後もやってほしいと強く

申入れる。 
（委員長） 
・この件は、あくまでも日本共産党の意見であり、諸会派としてまとまったもの

ではないので、協議を行わないことが、先の理事会で申し合わされたので、了承



 

 

願いたい。 
 

７．執行部発言の○有 無 
○ 統括本部長から、「開会に先立ち、５月２９日付けで就任の副知事及び教育

長と、５月２９日付けの人事異動で就任のくらし環境本部長、県土づくり本部

長及び文化・スポーツ部長から挨拶をさせていただきたい。」と発言があり、

挨拶を行うことが確認された。 








